
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆日   時☆  
 

 

☆場   所☆  

☆申込方法等☆   

  ・参  加  者 福島県高等学校文化連盟文芸専門部（高校生、教職員約１００名） 

         及び県内在住の一般の方（約４００名まで） 

  ・参 加 料 無料 

  ・申 込 方 法 聴講希望者は、電話、ＦＡＸ、電子メールのいずれかでお申し込みください。 

その際、次の①～⑥をお知らせください。 

① 氏名 ② 住所 ③ 年齢 ④ 電話番号 ⑤ 職業 ⑥ 講演者への質問等 

         同行者がいる場合は、その方の分の情報もお知らせください。 

※ 県内在住の一般の方の参加申込は、先着順となります。 

・申込締切日 令和６年１０月２４日（木）         

・申 込 及 び 福島県文化振興課 県文学賞係        福島県文学賞 検索 

お問合せ先  Tel:024(521)7154 Fax:024(521)5677  E-mail:f-bungaku@pref.fukushima.lg.jp 

 

主催 福島県・福島民報社・福島県高等学校文化連盟文芸専門部・福島県芸術文化団体連合会  

共催 福島県教育委員会 

郡山市立中央公民館 多目的ホール（郡山市麓山一丁目８－４） 

（ 令 和 ６ 年 度 福 島 県 芸 術 祭 主 催 行 事 ） 

兼 第２２回福島県高等学校総合文化祭文芸部門大会講演会 

テーマ「どうして書きたいんだろう」 

講師:くどうれいん氏 
【プロフィール】 

作家。1994年生まれ。著書にエッセイ集『わたしを空腹に

しないほうがいい』（BOOKNERD）、『桃を煮るひと』（ミシマ

社）、絵本『あんまりすてきだったから』（ほるぷ出版）な

ど。初の中編小説『氷柱の声』（講談社）で第 165回芥川賞

候補に。現在講談社「群像」にてエッセイ「日日是目分量」

ほか連載多数。2024年 4月に『コーヒーにミルクを入れる

ような愛』（講談社）、9月に『日記の練習』（NHK出版）が

刊行された。 

講演会終了後に、くどうれいん氏の書籍販売とサイン会を行います(講演会参加者限定)。 

※ 書籍へのサインは、お一人様２冊まで。色紙へのサイン依頼はご遠慮願います。 

令和６年１０月３０日（水）１３：３０～１５：００ 

（受付 １２：５５～１３：２５） 
 

令和６年度福島県文学賞講演会 
 


